
 

 

 

 

 

 

長かった２学きも、今日でおわります。明日からは、まちに    

まった冬休みです。冬休みも、あんぜんやけんこうに十分気 

をつけて、楽しい冬休みをすごしましょう。 

   また、年まつは、大そうじやしごとのかたづけなど、おうち

の人にとって、とてもいそがしい時です。家ぞくの一いんとして、自分にできる 

しごとを見つけて、お手つだいをしましょう。  

 

あんぜんで けんこうな 生活をおくろう 

 

  あんぜんのために 

●出かけるときは、行き先や帰る時こく、だれと、何をしに行くかを、家の人に言う。 

●子どもだけで、とおくへ行かない。 

●知らない人に声をかけられてもついて行かない。  

●交通ルールを守る。 

 （自てん車にのるときは、ヘルメットをかぶる。） 

●あそんではいけない場しょや、あぶない場しょではあそばない。 

 （マンション・ちゅう車場・どうろ・校く外 など） 

●お金やものを人からもらったり、人にあげたりしない。 

●むだづかいをしない。 

 けんこうのために 

●早ね・早おき・朝ごはん 

●外で、元気にあそぶ。 

●外から帰ったら、手あらい・うがいをする。 

●はみがきをていねいにする。 
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 冬休み中のかだい（◎は、かならずするもの ☆は、自由かだい） 

◎冬休みのしゅくだい「プリント国語３ページ・算数４ページ」（答え合わせもする。） 

☆年がじょう（おうちからおうぼ）     ☆読書  ☆家のしごと 

☆読書かんそう画（学校からおうぼ）  ☆けんばんハーモニカのれんしゅう  

☆九九カードのれんしゅう 

～おうちの方へ～ 
冬休み中、九九カードの練習、鍵盤ハーモニカの練習などの自由課題には、自分で計画

的に取り組むことができるよう、お声かけください。特に、九九カードの練習は、すべての段の

九九がしっかりと定着するよう、繰り返し続けるようにしてください。また、冬休み中に取り組ん
だものが出展できるコンクール等の案内を一緒に綴じています。もし作品を出展する場合は、
家庭から応募するもの、学校から応募するもの、コンクールの種類によって違いますのでご注
意ください。なお学校から応募するものは、始業式の日に学校に持ってくるようにしてくださ
い。 

冬休みに、たしかめておくこと 

★お道ぐばこ （そろっているかかくにんし、足りないものは、ほじゅうしておきましょう。） 
 

 

 

 

★絵のぐセット 

パレットやバケツがきれいにあらえているか、絵のぐやふでがそろっているか、たしかめ

て、きれいにそろえておきましょう。足りないものは、ほじゅうしておきましょう。 

★ノート（国語・算数・かん字） 足りないものは、よういしておきましょう。 

★名前 もちものに、すべて名前が書いてあるかかくにんしましょう。 

 

 

 

冬休みにすること 

音読カードに 

記入しても 

いいですね 

 
１月９日（金）８時２５分までに とう校しましょう。 

４時間じゅぎょう（きゅう食を食べてから 下校します。） 

下校は、１３時３０分から４５分ごろです。 

 

もちもの ※ランドセルでとう校しましょう。 
□ふでばこ □れんらくちょう □れんらくぶくろ □下じき □冬休みのくらし 

□学校からおうぼする作ひん（ある人） □家ていようれんらくふうとう 

□上ぐつ □きゅう食ぎ □マスク □ナフキン □お道ぐばこ 

□けんばんハーモニカの本 □国語のようい  □生活の本 

□つう知ひょうファイル（中をぬいて ひょうしだけにしておく。） 

□ぞうきん１まい（名前を書いてひもをつけたもの） □タブレット（もちかえった人） 

 

□パス(１２～１６色)   □ガーゼのハンカチ 

□色えんぴつ(１２～２４色)  □はさみ  □スティックのり  □つぼのり 

□セロハンテープ  □ビニールふくろ（名前を書く）５まい  □みんなのうた  

入れておいてよいもの （□自ゆうちょう  □おり紙） 


